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100 周 年 記 念 事 業  取 り 組 み 紹 介
委員制度は、平成29年に制度創設100周年を迎えました。
んだ記念事業についてご紹介いたします。

� ※「制度創設100周年記念事業の実施状況調査結果（H30年3月実施）」

◆記念グッズの作成・配布によるPR活動◆

◆その他◆

▲100周年記念講演会の開催 ▲ポケットティッシュやリーフレット、クリアファイルを地域イベントや駅前等で地域住民
に配布

▲地域のお祭りに民児協のブースを設置し、グッズ配布

▲クリアファイルを配布

▲市町民生委員
に配布

▲訪問活動時に配布

狭山市…高校生による「一日民生委員体験活動」（H29.3）
熊谷市…役所、各行政センターに設置されているコミュニティビジョ

ン及び行政情報モニターで民生委員について放映
鴻巣市…コミュニティラジオ局のフラワーラジオで民生委員制度100

周年のPR放送（H29.5）
三郷市…民生委員体験事業「市長と子どもたちの一日民生委員」を実

施（H29.8/26）

・桶川市（H29.7/26）
・鶴ヶ島市（H29.11/13）
・児玉郡民児協連絡会（美里町、神川町、上里町） 主催で開催

坂戸市… 100周年記念事業「地
域支え合いフォーラ
ム」を開催（H30.2/3）

狭山市… 民生委員とわたしたち
の暮らしをテーマに
「地域のつながりと支
え合いを考える集い」
を実施（H29.6/17）＜
詳細は「埼玉県民児協
だより№153」参照＞

杉 戸 町 …町 民 児 協 定 例 会
（H29.6、H30.3） に お
いて、制度創設100周

年について
研修を実施

吉川市、飯能市　
ふじみ野市（独自で作成した絆創膏も配布）、
鳩山町（公共施設で配布）

和光市…市民まつり、福祉会館まつりにおいて、100周年に関するクイズ（市民まつりのみ）
や、ポケットティッシュ等のグッズを配布

入間市…入間万燈まつりにおいて、チラシと啓発品を配布
富士見市…ウェットティッシュを作成し、ふるさと祭りにおいて配布

行田市

白岡市…揃いのTシャツを作成し、しら
おか祭りに着用して参加

川島町…揃いのポロシャツを購入し、
活動時に着用

蓮田市…100周年のマークを取り入れ
た、市民児協作成の活動強化
週間PRチラシを配布

嵐山町…100周年記念のPRカードを配布

越谷市…越谷市民まつりにて「100周年リーフレット」を配布
桶川市東松山市

◆100周年記念事業の取り組みについては、「埼玉県民児協だより№153（平成29年7月1日）」も併せてご覧ください。

桶川市
記念講演会で
は、うちわ等
を配布 越谷市、志木市で

はポケットティッ
シュ等に、シンボ
ルマークシールを
貼り配布

八潮市
名入りのボールペンとあ
わせて「八潮市健康ス
ポーツまつり」にて配布

三郷市
市民まつりにブースを
設置し、啓発品配布

戸田市
「戸田市健康福祉まつり」
「戸田市社協ふれあい祭
り」において、チラシや
クリアファイルを配布

伊奈町
制度100周年のロゴを入れたクリアファ
イルを作成し、啓発チラシと一緒に配布

吉川市
平成29年中の活動を記録
したDVDを作成し全民生
委員に配布

みさと花火大会（三郷市）にて記念花火の点火（H29.8/20）
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市 町 村 民 児 協  民 生 委 員 制 度 創 設
大正6年に岡山県で創設された済世顧問制度を源とする民生

ここでは、県内各市町村民児協が取り組

◆市町の広報誌に民生委員PR記事を掲載◆ ◆記念大会、講演会の開催◆

◆独自の「民児協だより」を作成◆

◆記念誌の作成◆

◆懸垂幕や横断幕、のぼり旗でPR◆ ◆ポスター、パネル展等でPR◆

　川越市、行田市、ふじみ野市、松伏町 ▲100周年記念講演会の開催

▲のぼり旗

　越谷市は、年1回発行
の「こしがや民生委員・
児童委員だより」に100
周年について掲載し、
市内に全戸配布

本庄市…100周年記念誌を作成。
内容：小中学生にも読んでもらうため、本

庄市マスコット「はにぽん」が民生
委員制度の歴史をたどり、制度の変
遷や職務・理念そして本庄市民児協
の活動の現状を紹介している。県内
市町村、自治会、社協、公民館、警
察署、図書館、地域包括支援セン
ター等に配布

　この記念誌についてケーブルテレビや新聞でもＰＲした。

三郷市…懸垂幕、横断幕を役所等に設置
狭山市…横断幕、のぼり旗、ポスター

戸田市…町会・自治会、市内公共施設に記念ポスター
を掲示

三郷市…市役所内の市民ギャラリーにて、制度紹介
パネル展を実施

皆野町…ポスター掲示（町役場 1階「住民向け情報
コーナー」）

入間市、志木市、蓮田市（市役所本庁舎正面玄関、市民まつり
に参加）、皆野町（町役場1階「住民向け情報コーナー」）

・桶川市（H29.7/26）
・鶴ヶ島市（H29.11/13）
・児玉郡民児協連絡会（美里町、神川町、上里町） 主催で開催

坂戸市… 100周年記念事業「地
域支え合いフォーラ
ム」を開催（H30.2/3）

狭山市… 民生委員とわたしたち
の暮らしをテーマに
「地域のつながりと支
え合いを考える集い」
を実施（H29.6/17）＜
詳細は「埼玉県民児協
だより№153」参照＞

杉 戸 町 …町 民 児 協 定 例 会
（H29.6、H30.3） に お
いて、制度創設100周

年について
研修を実施

東松山市
民児協だより100周年
特集号をH29.11月に発行

東松山市
市内で100周年記念式典を開催（H29.8/5）

日高市
地域福祉フォーラムを市社協と共催（H30.1/26）

川口市
川口市社会福祉大会に
おいて民生
委員音頭を
披露してPR
（H29.10/21）

戸田市福祉保健センター入口

和光市民児
協作成の啓
発パネルを
展示

松伏町（H29.5/1〜5/31、町役場本
庁舎1階ロビー、民児協事業開催時）
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第23期指定民児協（ 　　　　）活動紹介第23期指定民児協（ 　　　　）活動紹介
～単位民児協活動の活発化に向けて～～単位民児協活動の活発化に向けて～

草加市新田地区民児協
所沢市新所沢地区民児協
草加市新田地区民児協
所沢市新所沢地区民児協

「指定民児協」とは、民生委員の活動拠点である単位民児協運営の充実と地域福祉活動の強化を図るため、県内4ヶ所の単位民児協を2年間モデル指定するもの
です。第23期では、「草加市新田地区民児協（東部）」「所沢市新所沢地区民児協（西部）」「新座市北部第一地区民児協（南部）」「秩父市第一地区民児協（北部）」
の4ヶ所が平成29年度～平成30年度の2年間指定されています。今号では、「草加市新田地区民児協」と「所沢市新所沢地区民児協」の取り組みを紹介します。

○草加市
新田地区民生委員・児童委員協議会
会長　清田　幸子

【地域の特徴】
　草加市の北西部に位置しており、越谷市と川口市に隣接しています。南北に東武スカ
イツリーラインと国道4号線が、東西は東京外かく環状道路が通っています。区域が広
いため、住宅地や団地、農地などもあり、エリアによってさまざまな様相を呈していま
す。

【主な福祉課題】
　団塊の世代が多く転入したため、2025年には
75歳以上の人が急増していきます。

【単位民児協の構成】
　民生委員・児童委員　41人
　主任児童委員　3人

〈地域の概況
（平成30年6月1日現在）〉
【人　口】40,469人
【世帯数】18,190世帯

■民児協の運営
　定例会を毎月第二金曜日に開催してい
ます。協議・連絡事項を伝達するととも
に、委員相互の情報交換を行っています。
また、4つの部会活動（生活援護部会、高
年者部会、障がい児・者部会、児童部会）
も活発で、それぞれの部会が、定例会の
当番を担当し、施設視察や独自の部会内
容を集中的に、勉強会を実施しています。

■具体的な取り組み
　新田地区は、昭和40年代に建築された団地を2つ抱えており、高齢者が増加した地区です。近年、民生委員を取
り巻く相談は多岐に渡っています。そのために、2か月に一度ある民生委員新田地域包括支援センター相談会に参
加し、地域包括支援センターと密な情報交換を行っています。その他、新田地区ネットワーク会議にも民生委員と
して、参加するようにしています。

■今後の抱負
　草加市が昨年度作成した民生委員活動のガイドラインに基づいて、新任の方とコミュニケーションを密に図り、
民生委員としての役割を覚えて欲しいと願っています。「守秘義務・個人情報」を守り、地域の方からの相談を適
切に早期の支援につなげます。地域住民と民生委員が協力し、「このまちに暮らして良かった」と思える地域づく
りに取り組んで参ります。

・75歳以上の高齢者の調査を毎年実施する
・地域包括支援センターとの情報交換
・生活援護部会、高年者部会、障がい児・者部会、児童部会の4部会の各部会活動として
施設見学及び勉強会を実施
・新田地区社会福祉協議会主催の敬老会に参加・協力する
・新田地区日帰り研修及び1泊研修会を実施する
今回、指定を受けて、地域包括支援センターの指導のもと、認知症サポーター養成講座を
受け、全員が認知症サポーター修了証を取得しました。また、緊急時に対応出来るように、
草加・八潮消防局の普通救急救命講習を受け、修了証を取得しました。

●重 点 活 動

●取り組み方策

認知症サポーター養成講座 草加・八潮消防局の普通救急救命講習
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第23期指定民児協（ 　　　　）活動紹介第23期指定民児協（ 　　　　）活動紹介
～単位民児協活動の活発化に向けて～～単位民児協活動の活発化に向けて～

草加市新田地区民児協
所沢市新所沢地区民児協
草加市新田地区民児協
所沢市新所沢地区民児協

「指定民児協」とは、民生委員の活動拠点である単位民児協運営の充実と地域福祉活動の強化を図るため、県内4ヶ所の単位民児協を2年間モデル指定するもの
です。第23期では、「草加市新田地区民児協（東部）」「所沢市新所沢地区民児協（西部）」「新座市北部第一地区民児協（南部）」「秩父市第一地区民児協（北部）」
の4ヶ所が平成29年度～平成30年度の2年間指定されています。今号では、「草加市新田地区民児協」と「所沢市新所沢地区民児協」の取り組みを紹介します。

○所沢市
新所沢地区民生委員・児童委員協議会
会長　橋爪　猛

【地域の特徴】
　森林を開拓して50数年前にできた新しい町で、公団を中心に住宅、マンションなど
が立ち並びます。特に産業はないが都心（池袋・新宿）から約30分に位置し、ベッド
タウンとして発展しています。

【主な福祉課題】
　少子高齢化が進行中、隣近所の付き合いが希薄化し
ており、また特に高齢者が多くベッドタウンでもある
ため、日中に孤立する高齢者が多い地区です。

【単位民児協の構成】
　民生委員・児童委員　41名
　主任児童委員　3名

〈地域の概況
（平成30年6月1日現在）〉
【人　口】344,435人
【世帯数】158,864世帯

■民児協の運営
　毎月第一水曜日に定例会を行い、行
政・社会福祉協議会の事務連絡、情報交
換、勉強会など実施しています。
　年間活動として研修旅行、情報交換会
を行います。
　4部会（生活福祉研修部会、高齢者福祉
研修部会、障害者福祉研修部会、児童福
祉研修部会）を構成し、活動しています。

■具体的な取り組み
1．災害時一人も見逃さない運動を継続。災害マップを各委員が作成し、毎年更新しています。
2．災害マップに載せた単身高齢者に対して、近所に支援者が居るかどうか調査しました。その結果を踏まえて、
今後の活動を検討しました。

3．高齢者の詐欺被害防止のため駅前にてチラシ配布をしました。
4．高齢者のための会食会やお茶会を実施。ボランティアグループ「ふくじゅそう」、「緑町けやきの会」
5．社協と地域住民、ボランティアグループ、民生委員との福祉活動のための合同グループ「しんとこ福連」の活
動。「しんとこお役立ちマップ」制作・配布、災害時の「ミニ避難所体験」他

■今後の抱負
　多様化する地域の問題点を発見し、行政や社協につなぎ、協力して解決するように努力します。

地域の見守り体制を強化し、問題発見に努め、行政や社協につなぎ解決を目指します。
今までに作成した災害マップは支援者不在でしたので、支援者を見つけるようにします。
詐欺被害が多いので、減らすにはどうしたら良いか？考えました。

●重 点 活 動
●取り組み方策

新所沢駅前に集合（高齢者部） 通行の高齢者に詐欺防止のビラを配る 銀行前で詐欺防止のビラ配り
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民生委員・児童委員活動紹介ポスターパネル（20枚セット）
1枚　Ａ1サイズ（縦841㎜×横594㎜）

内容は、「民生委員・児童委員とは」、「民生委員・児童委員制度の歴史」、「民生委
員・児童委員活動」等を紹介しています。

地域のイベントなどの際にご活用ください。

※貸し出し、返却は本会事務局において、受け渡しとなります。
※貸し出し期間は、受け渡しから返却まで最長10日間とさせていただきます。
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選
定
、
そ
れ
に
伴
う
評
議
員
の
補
充
選
任
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

川
口
市　
　

大　

谷　

富　

夫

　

春
日
部
市　

鈴　

木　

浩　

子

　

東
松
山
市　

篠　

原　

敏　

夫

　

朝
霞
市　
　

橋　

本　

芳　

博

　

熊
谷
市　
　

寺　

田　

治　

子

　

越
谷
市　
　

臼　

倉　

譽　

治

　

蓮
田
市　
　

大　

野　

禮　

子

　

狭
山
市　
　

藤　

野　

美
佐
子

　

川
島
町　
　

亀　

田　
　
　

緑

　

蕨　

市　
　

藤　

井　

康　

榮

　

志
木
市　
　

吉　

田　

豊　

子

　

伊
奈
町　
　

加　

藤　
　
　

衛

　

秩
父
市　
　

宮　

下　
　
　

昭

　

寄
居
町　
　

池　

田　

和　

男

　

蓮
田
市　
　

下　

田　

ナ　

カ


（
男
女
共
同
参
画
推
進
部
会
長
）

　

上
尾
市　
　

大　

場　

玲　

子



（
主
任
児
童
委
員
会
委
員
長
）

　

さ
い
た
ま
市　

都　

倉　

大　

介



（
業
務
執
行
理
事
）

　

加
須
市　
　

大　

塚　
　
　

稔

　

川
越
市　
　

芝
波
田　

静　

香

　

北
本
市　
　

岡　

野　

貞　

子

　
【
西
部
】

　

富
士
見
市　

吉　

田　

京　

子

　
【
南
部
】

　

新
座
市　
　

須　

田　

邦　

彦

　
【
北
部
】

　

深
谷
市　
　

宮　

島　

典　

子

会
長
（
代
表
理
事
）

常
務
理
事

監
事

評
議
員
（
補
充
選
任
）

副
会
長
（
理
事
）

理
事
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平
成
30
年
度「
民
生
委
員・児
童
委
員
の
日
活
動
強
化
週
間
」取
り
組
み
状
況
調
査
結
果
報
告

　

誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
民
生
委

員
活
動
を
す
す
め
る
た
め
に
は
、
地
域
の
住

民
や
関
係
機
関
等
の
方
に
民
生
委
員
活
動
に

つ
い
て
理
解
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
必
要
で

す
。
こ
こ
で
は
、
民
生
委
員
と
そ
の
活
動
の

具
体
的
な
Ｐ
Ｒ
活
動
の
展
開
と
し
て
、
今
年

度
に
実
施
さ
れ
た
各
市
町
村
民
児
協
の
「
民

生
委
員
・
児
童
委
員
の
日　

活
動
強
化
週
間
」

取
り
組
み
状
況
調
査
集
計
結
果
を
ご
報
告
し

ま
す
。

◇
取
り
組
ま
な
か
っ
た
理
由

　

・

通
年
を
活
動
強
化
期
間
と
位
置
付
け
て

活
動
し
て
い
る
た
め

　

・

民
生
委
員
が
訪
問
等
で
、
随
時
Ｐ
Ｒ
活

動
を
し
て
い
る
た
め



等

設
問
2

具
体
的
な
Ｐ
Ｒ
活
動
の
内
容

○

ポ
ス
タ
ー
や
垂
れ
幕
・
の
ぼ
り
旗
等
を
掲

示
（
13
）

○

地
域
住
民
に
Ｐ
Ｒ
カ
ー
ド
や
チ
ラ
シ
、
ポ

ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
等
の
啓
発
資
料
を
配

布
（
24
）

○

自
治
体
広
報
誌
に
民
生
委
員
活
動
を
掲
載

（
28
）

○

民
児
協
独
自
の
広
報
誌
又
は
チ
ラ
シ
を
配

布
（
5
）

○

地
元
の
新
聞
に
民
生
委
員
に
関
す
る
記
事

が
掲
載
さ
れ
た
（
0
）

○

地
元
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
局
で
Ｐ
Ｒ
ビ
デ
オ

を
放
送
（
0
）

○

公
共
の
場
で
相
談
コ
ー
ナ
ー
を
設
置

（
0
）

○
公
共
の
場
で
パ
ネ
ル
展
を
実
施
（
0
）

○

災
害
時
要
援
護
者
支
援
活
動
に
関
す
る
活

動
を
実
施
（
2
）

〇

要
支
援
者
も
訪
れ
る
こ
と
が
可
能
な
地
域

イ
ベ
ン
ト
の
開
催
（
0
）

○

特
定
の
条
件
に
あ
る
世
帯
へ
の
一
斉
訪
問

活
動
を
実
施
（
7
）

○

「
一
日
民
生
委
員
」
等
の
活
動
を
実
施

（
0
）

○
地
域
実
態
調
査
活
動
を
実
施
（
4
）

○

市
町
村
内
に
お
い
て
パ
レ
ー
ド
の
実
施

（
0
）

○

学
校
を
対
象
と
し
た
あ
い
さ
つ
運
動
を
実

施
（
2
）

○
そ
の
他
（
8
）

　

例
：

社
協
（
事
務
局
）
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
Ｐ
Ｒ
の
記
事
を
掲
載
、
小
学
校
へ

民
生
委
員
が
出
向
き
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員

へ
民
生
委
員
の
活
動
を
紹
介



等

設
問
3

民
生
委
員
に
関
す
る
ど
の
よ
う
な
内
容
を

Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
か
。

〇
民
生
委
員
全
般
（
34
）

〇
活
動
・
役
割
に
つ
い
て
（
24
）

〇
具
体
的
な
活
動
（
事
例
等
）（
6
）

〇
民
生
委
員
の
日
、
活
動
強
化
週
間
（
13
）

○
民
生
委
員
制
度
（
6
）

〇
民
児
協
事
務
局
へ
の
連
絡
方
法
（
7
）

〇

災
害
時
要
援
護
者
支
援
活
動
に
つ
い
て

（
3
）

〇
児
童
虐
待
防
止
の
Ｐ
Ｒ
（
0
）

〇
そ
の
他
（
2
）

　

例
：
地
域
の
会
議
で
説
明

設
問
4

ど
の
よ
う
な
機
関
か
ら
協
力
が
あ
り
ま
し
た

か
？

○
行
政
（
29
）

○
社
会
福
祉
協
議
会
（
12
）

○
町
内
会
（
7
）

○
地
元
の
小
中
学
校
（
6
）

○
地
元
の
社
会
福
祉
施
設
（
3
）

○
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
（
2
）

○
そ
の
他
（
1
）

　

例
：
ト
ラ
ッ
ク
協
会

今
年
度
の
活
動
強
化
週
間
を
終
え
て

改
善
点
と
し
て

・

Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
う
場
所
・
日
時
等
に
つ
い

て
、
よ
り
Ｐ
Ｒ
効
果
を
見
込
め
る
よ
う
今

後
検
討
し
た
い
。

・

地
域
住
民
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
え
る
Ｐ

Ｒ
の
検
討



等

取
り
組
み
状
況
調
査



集
計
結
果

取り組んだ 68%

32%

取り組まな
かった

設問１

「民生委員・児童委員の日活動強化週間」
中に、民生委員ＰＲの取り組みを実施し
ましたか？
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●●●●●●●●●●●●●●●●わがまちの単位民児協活動紹介ルポ
　

庄
和
南
地
区
民
児
協
は
市
の
東
部
に

位
置
し
、
５
月
に
は
江
戸
川
河
川
敷
で

百
畳
敷
き
の
大
凧
が
空
を
舞
う
「
大
凧

あ
げ
祭
り
」
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

委
員
の
半
数
が
新
任
で
、
大
多
数
が

福
祉
の
経
験
も
少
な
く
不
安
を
抱
え
な

が
ら
活
動
し
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

不
安
や
疑
問
を
解
決
す
る
に
は
、
全
員

参
加
の
『
定
例
会
』
や
『
学
習
会
』
が

一
番
だ
と
考
え
、
定
例
会
で
は
、
委
員

か
ら
多
く
の
事
例
を
聞
き
合
う
こ
と
で

解
決
で
き
る
よ
う
に
進
め
て
い
ま
す
。

時
に
は
意
見
が
食
い
違
う
こ
と
も
あ
り

ま
す
が
、
今
の
ケ
ー
ス
に
一
番
適
し
た

方
法
を
確
認
し
合
う
こ
と
に
よ
り
、
新

任
だ
け
で
な
く
全
員
が
改
め
て
活
動
を

振
り
返
る
き
っ
か
け
に
も
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
場
で
解
決
で
き
な
い
問
題
は

関
係
機
関
へ
問
い
合
わ
せ
を
し
、
次
回

の
定
例
会
で
伝
え
る
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。「
小
さ
な
疑
問
不
安
で
も
で
き
る
だ

け
早
く
解
決
す
る
」
が
モ
ッ
ト
ー
で
す
。

　

ま
た
、
昨
年
度
の
学
習
会
で
は
「
認

知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」「
介
護
保

険
制
度
」
等
、
民
生
委
員
と
し
て
必
要

な
知
識
を
深
め
る
研
修
を
実
施
し
ま
し

た
。

他
団
体
へ
の
協
力

　

社
会
福
祉
協
議
会
の
『
見
守
り
声
か

け
』『
配
食
サ
ー
ビ
ス
』
の
事
業
に
携

わ
っ
て
い
ま
す
。
75
歳
以
上
の
一
人
暮

定
例
会
で
疑
問
解
決
！
全
員
参
加
で
ス
キ
ル
ア
ッ
プ



〜
新
任
民
生
委
員
は
不
安
が
い
っ
ぱ
い
〜

第 7 回

春日部市
庄和南地区民児協

民生委員 主任児童委員
30名 2名

ら
し
、
高
齢
者
の
み
の
世
帯
が
対
象
で

す
。

　
「
見
守
り
声
か
け
」
の
事
業
を
通
し
、

民
生
委
員
と
し
て
担
当
地
域
の
方
を
日

頃
よ
り
見
守
り
声
か
け
し
な
が
ら
現
状

の
把
握
に
努
め
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で

相
談
さ
れ
た
事
柄
や
状
況
を
、
市
役
所

や
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
つ
な
げ

て
い
ま
す
。

　

以
前
は
「
会
食
会
」
と
し
て
一
か
所

に
集
ま
り
、
食
事
や
ゲ
ー
ム
、
催
し
物

を
楽
し
ん
で
い
た
だ
い
て
い
ま
し
た
が
、

会
場
ま
で
来
る
こ
と
の
で
き
な
い
方
に

も
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
な
い
か
と
の

思
い
か
ら
、
希
望
す
る
方
へ
お
弁
当
を

届
け
る
「
配
食
サ
ー
ビ
ス
」
に
変
え
、

多
く
の
方
に
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

子
育
て
サ
ロ
ン
「
親
子

の
ひ
ろ
ば
」
で
開
催
さ
れ

る
講
座
で
託
児
が
必
要
な

時
に
協
力
し
て
い
ま
す
。

講
座
を
受
け
た
後
の
母
親

の
充
実
し
た
顔
と
、
お
母

さ
ん
に
会
え
た
時
の
子
ど

も
た
ち
の
笑
顔
に
、
疲
れ

も
吹
き
飛
ぶ
瞬
間
で
す
。

配食のお弁当の仕分け

子どもたちとの楽しいひととき

定例会風景

春日部市
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●●●●●●●●●●●●●●●●わがまちの単位民児協活動紹介ルポ
　

飯
能
第
一
地
区
民
児
協
で
は
、
平
成

28
年
10
月
か
ら
「
む
ー
ま
ワ
ク
ワ
ク
体

操
」
を
、
毎
週
水
曜
日
午
前
10
時
か
ら

11
時
半
ま
で
柳
原
自
治
会
に
お
い
て

行
っ
て
い
ま
す
。

　

き
っ
か
け
は
、
介
護
福
祉
課
が
地
域

で
の
活
動
に
興
味
が
あ
る
人
を
募
集
し

て
「
か
が
や
き
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」

を
開
催
し
、
飯
能
第
一
地
区
民
児
協
か

ら
７
名
が
受
講
し
た
こ
と
か
ら
で
し
た
。

修
了
後
、
サ
ポ
ー
タ
ー
と

し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、

　

①
み
ん
な
で
あ
い
さ
つ

　

②

サ
ポ
ー
タ
ー
の
お
話

タ
イ
ム

　

③
準
備
運
動

　

④

「
む
ー
ま
ワ
ク
ワ
ク

体
操
」（
お
も
り
を

使
用
）

　
　

※

こ
の
体
操
の
時
間

内
に
季
節
の
歌
の

合
唱

　

⑤

「
ご
き
げ
ん
体
操
」

（
飯
能
市
考
案
の
体

操
）

　

終
了
後
に
反
省
会
を
行

い
ま
す
。

　

開
催
か
ら
１
年
半
経
過

し
ま
し
た
。
開
催
当
時

は
、
杖
を
つ
い
て
歩
い
て

来
ら
れ
て
い
た
方
も
、
最

近
で
は
足
ど
り
も
軽
く
な

ら
れ
ま
し
た
。
92
歳
や
93

歳
の
方
で
も
会
場
の
あ
る

２
階
ま
で
自
分
の
足
で
お
越
し
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

　

こ
の
他
に
『
一
丁
目
地
区
』
で
は
、

12
年
前
に
市
役
所
福
祉
課
職
員
の
声
か

け
で
毎
月
３
回
火
曜
日
に
「
地
域
ハ
ツ

ラ
ツ
体
操
ク
ラ
ブ
」
を
民

生
委
員
が
立
ち
上
げ
ま
し

た
。
こ
の
ク
ラ
ブ
は
、
ど

の
地
区
か
ら
も
参
加
可
能

と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、『
原
町
地
区
』

で
は
、「
原
町
自
治
会
高

齢
者
支
援
部
事
業
」
と
し

て
自
治
会
か
ら
民
生
委
員

が
依
頼
を
受
け
、
昨
年
度

か
ら
歌
声
喫
茶
を
年
３
回

開
催
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
活
動
を
通

じ
、
地
域
の
見
守
り
、
ま

た
自
治
会
を
は
じ
め
行

政
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
と
協
力

し
、
住
み
慣

れ
た
地
域
で

誰
も
が
安
心

し
て
暮
ら
せ

る
地
域
づ
く

り
を
し
て
い

き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
今
後
さ
ら
に

発
展
さ
せ
、
サ
ロ
ン
な
ど

の
立
ち
上
げ
に
繋
が
れ
ば

良
い
と
思
い
ま
す
。

自
治
会
、行
政
、地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
民
児
協
の
連
携



〜
集
ま
り
の
場
所
づ
く
り
〜

飯能市
飯能第一地区民児協

民生委員 主任児童委員
17名 2名

ごきげん体操

むーまワクワク体操

飯 能 市

埼玉県民児協だより　No.157　平成30年7月1日 平成30年7月1日　No.157　埼玉県民児協だより9



《
生
活
相
談
等
活
動
推
進
事
業
》

1　

福
祉
相
談
推
進
事
業

・

各
市
町
村
に
お
け
る
各
種
民
生
委

員
研
修
会
等
へ
講
師
（
本
会
役
職

員
）
を
派
遣
し
た

・

埼
玉
県
社
会
福
祉
大
会
の
開
催
（
埼

玉
県
・
県
社
協
等
と
共
催
）

・

生
活
福
祉
資
金
貸
付
制
度
説
明
会

の
実
施
（
県
社
協
と
共
催
）

・

孤
立
防
止
推
進
事
業
（
県
社
協
と

共
催
）

・
在
宅
福
祉
活
動
の
推
進

・

民
生
委
員
に
よ
る
交
通
事
故
防
止
・

防
犯
等
に
係
る
声
か
け
運
動
へ
の

協
力
（
平
成
29
年
度
実
績
／
訪
問

世
帯
数

１
，
１
２
１
，
６
２
９

件
）

・

振
り
込
め
詐
欺
犯
罪
の
抑
止
へ
の

協
力
（
埼
玉
県
警
察
本
部
及
び
埼

玉
県
防
犯
協
会
連
合
会
と
連
携
し

「
振
り
込
め
詐
欺
被
害
撲
滅
通
報
連

絡
員
」
と
し
て
活
動
）

・
研
修
用
視
聴
覚
教
材
の
貸
し
出
し

・

県
社
協
が
受
託
す
る
民
生
委
員
研

修
へ
の
協
力

・
民
生
委
員
実
費
弁
償
費
の
交
付

・「
生
活
福
祉
資
金
更
生
援
助
強
化
運

動
」
の
取
り
組
み

2　

リ
ー
ダ
ー
研
修
事
業

　

各
民
児
協
で
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
役

割
を
果
た
す
民
生
委
員
及
び
主
任
児

童
委
員
を
次
の
研
修
へ
派
遣

・

全
国
主
任
児
童
委
員
研
修
会
（
東

日
本
）

・

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
た
め
の

相
談
技
法
研
修
会

・

民
生
委
員
・
児
童
委
員
リ
ー
ダ
ー

研
修
会

・

全
国
民
生
委
員
指
導
者
研
修
会
（
第

27
回
全
国
民
生
委
員
大
学
）

3　

啓
発
宣
伝
事
業

・「
埼
玉
県
民
児
協
だ
よ
り
」
の
発
行

（
４
回
）

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
整
理
・
更
新

・

全
民
児
連
作
成
「
民
生
委
員
制
度

創
設
１
０
０
周
年
記
念

民
生
委
員
・

児
童
委
員
活
動
紹
介
ポ
ス
タ
ー
パ

ネ
ル
」
を
市
町
村
へ
貸
し
出
し

・「
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
日
」
及

び
「
民
生
委
員
・
児
童
委
員
活
動

強
化
週
間
」
の
取
り
組
み
調
査
の

実
施
及
び
Ｐ
Ｒ

・

民
生
委
員
制
度
創
設
１
０
０
周
年

記
念
事
業
の
実
施
（
記
念
誌
「
埼

玉
県
の
あ
ゆ
み
」、「
活
動
実
践
事

例
集
」
の
作
成
、
の
ぼ
り
旗
の
作

成
・
配
布
、
記
念
特
殊
切
手
の
購

入
・
配
布
等
）

4　



第
43
回
埼
玉
県
民
生
委
員
・

　
　

児
童
委
員
大
会

　

平
成
29
年
９
月
７
日
に
、「
〜
民
生

委
員
制
度
創
設
１
０
０
周
年
記
念
〜

平
成
29
年
度
第
43
回
埼
玉
県
民
生
委

員
・
児
童
委
員
大
会
」
を
埼
玉
県
と

共
催
で
開
催
。

　

次
の
準
備
委
員
会
を
実
施
。

・
第
１
回
大
会
準
備
委
員
会

・
第
２
回
大
会
準
備
委
員
会

《
民
生
委
員
・
児
童
委
員
協
議
会

育
成
・
指
導
事
業
》

1　

地
区
別
協
議
事
業

・

ブ
ロ
ッ
ク
別
市
町
村
民
児
協
会
長

連
絡
会
議

◇

東
部　

平
成
29
年
７
月
25
日
（
吉

川
市
「
吉
川
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

お
あ
し
す
」）

◇
西
部　

平
成
29
年
７
月
４
日
（
ふ

じ
み
野
市
「
ふ
じ
み
野
市
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
」）

◇

南
部　

平
成
29
年
７
月
13
日
（
新

座
市
「
ふ
る
さ
と　

新
座
館
」）

◇

北
部　

平
成
29
年
７
月
19
日
（
行

田
市
「
ア
ロ
ケ
ー
ト
ウ
ェ
デ
ィ
ン

グ
・
メ
セ
ナ
行
田
館
」）

2　

民
児
協
育
成
事
業

・「
指
定
民
児
協
」
の
活
動
援
助

　

民
生
委
員
の
活
動
拠
点
で
あ
る
単

位
民
児
協
の
運
営
の
改
善
と
組
織
活

動
を
図
る
た
め
、モ
デ
ル
民
児
協
（
第

23
期
/
１
年
目
）
の
育
成
及
び
助
成

を
行
い
、
活
動
の
濃
密
援
助
、
推
進

を
図
っ
た
。
他
に
全
国
互
助
共
励
事

業
と
し
て
、
全
国
社
会
福
祉
協
議
会

の
事
業
に
よ
る
２
地
区
の
民
児
協
育

成
事
業
を
推
進
。

◇
指
定
状
況

　

第
23
期
指
定
民
児
協
（
平
成
29
年

度
〜
30
年
度
）

【
東
部
】
草
加
市
新
田
地
区
民
児
協

【
西
部
】
所
沢
市
新
所
沢
地
区
民
児
協

【
南
部
】

新
座
市
北
部
第
一
地
区
民
児
協

【
北
部
】
秩
父
市
第
一
地
区
民
児
協

・

第
23
期
指
定
民
児
協
活
動
連
絡
会

の
開
催

《
活
動
調
査
研
究
事
業
》

1　

分
野
別
活
動
調
査
研
究
事
業

・

総
務
委
員
会
、
福
祉
相
談
事
業
委
員

会
、
生
活
福
祉
対
策
委
員
会
、
高
齢

者
対
策
委
員
会
、
児
童
対
策
委
員
会

（
各
１
回
）、
広
報
委
員
会
（
４
回
）、

主
任
児
童
委
員
会
（
２
回
）・
児
童

委
員
制
度
創
設
70
周
年
記
念
事
業

と
し
て
「
訪
問
カ
ー
ド
」
を
作
成
、

男
女
共
同
参
画
推
進
部
会

常
任
委

員
会
（
１
回
）、
部
会
（
２
回
）

2　

活
動
調
査
事
業

・

平
成
29
年
度
「
民
生
委
員
・
児
童

委
員
の
日
活
動
強
化
週
間
」
取
り

組
み
状
況
調
査

・

平
成
29
年
度
「
市
町
村
民
生
委
員
・

児
童
委
員
協
議
会
／
組
織
の
現
状

調
査
」

　

県
外
の
情
報
を
把
握
す
る
た
め
、

次
の
会
議
に
民
生
委
員
等
を
派
遣

・

民
生
委
員
制
度
創
設
１
０
０
周
年

記
念

全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
大

会
・
全
国
社
会
福
祉
大
会

3　

研
究
協
議
事
業

・

民
生
児
童
委
員
・
保
護
司
連
絡
会

事
務
局
打
ち
合
わ
せ
会

・
民
生
児
童
委
員
・
保
護
司
連
絡
会

・

平
成
29
年
度
民
生
児
童
委
員
・
保

護
司
連
絡
会
研
修
会
（
民
生
委
員

制
度
創
設
１
０
０
周
年
記
念

共
生
・

共
助
つ
な
が
り
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ

ム
〜
「
広
が
れ
、
こ
ど
も
食
堂
の

輪
！
」
全
国
ツ
ア
ー
㏌
埼
玉
〜
と

兼
ね
て
実
施
）

・

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
民
生
委
員
児
童
委

員
活
動
研
究
協
議
会

・
全
国
児
童
委
員
研
究
協
議
会

《
共
同
募
金
事
業
へ
の
協
力
事
業
》

《
互
助
共
励
事
業
》

1　

互
助
事
業

・

埼
玉
県
民
生
委
員
互
助
事
業
運
営

委
員
会
（
４
回
）

2　

共
励
事
業

・

平
成
29
年
度
「
主
任
児
童
委
員
セ

ミ
ナ
ー
」

・

平
成
29
年
度
「
埼
玉
県
民
児
協
男

女
共
同
参
画
推
進
セ
ミ
ナ
ー
」

・

指
定
民
児
協
（
草
加
市
新
田
地
区

民
児
協
及
び
所
沢
市
新
所
沢
地
区

民
児
協
）

Ⅱ　

そ
の
他
事
業

　
「
彩
の
国
す
こ
や
か
プ
ラ
ザ
」

で
開
催
さ
れ
た
第
１
４
６
回
理
事

会
（
５
月
８
日
）
及
び
同
会
場
で

開
催
さ
れ
た
第
１
４
６
回
定
時
評

議
員
会
（
５
月
23
日
）
に
お
い
て
、

平
成
29
年
度
の
埼
玉
県
民
児
協
の

事
業
報
告
と
決
算
が
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

一
般
財
団
法
人
埼
玉
県
民
生
委
員
・
児
童
委
員
協
議
会

平
成
29
年
度
「
事
業
報
告
及
び
収
支
決
算
」

Ⅰ　

公
益
目
的
事
業
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・
平
成
29
年
度
「
理
事
、
監
事
及
び

評
議
員
並
び
に
男
女
共
同
参
画
推

進
部
会
員
合
同
県
外
視
察
研
修
及

び
叙
勲
者
等
受
章
者
祝
賀
会
」

《
弔
慰
事
業
》

　

物
故
民
生
委
員
に
対
し
、
弔
慰
を

行
っ
た
（
14
件
）

《
退
職
役
員
等
交
流
事
業
》

・「
彩
の
国
す
こ
や
か
会
（
本
会
歴
代

役
員
Ｏ
Ｂ
会
）」
幹
事
会
、
総
会
及

び
懇
話
会

1　

会
務
の
運
営

・
正
副
会
長
会
議
（
４
回
）

・
理
事
会
（
４
回
）

・
評
議
員
会
（
３
回
）

・
監
事
会
（
１
回
）

2　



民
児
協
会
長
手
帳
の
斡
旋
、

　
　

配
布

3　

そ
の
他

・

平
成
29
年
７
月
九
州
北
部
・
秋
田

豪
雨
災
害
本
会
職
員
に
よ
る
街
頭

募
金
の
協
力

・

民
生
委
員
欠
員
解
消
に
向
け
た
取

り
組
み
と
し
て
、
欠
員
発
生
上
位

の
市
及
び
、
調
査
結
果
か
ら
選
定

さ
れ
た
市
町
村
に
、
県
社
会
福
祉

課
と
本
会
が
共
同
で
訪
問
し
、
民

生
委
員
候
補
者
の
確
保
策
に
つ
い

て
３
者
で
検
討
・
協
議
す
る
と
と

も
に
、
実
施
に
向
け
た
市
町
村
の

積
極
的
な
対
応
を
促
し
た
。

Ⅲ　

法
人
運
営

③会費収入
66.4%

④補助金等収入
33.5%

①基本財産運用収入 0.00%
②特定資産運用収入 0.00%

⑤雑収入 0.1%

①事業費
82.7%

②管理費
17.3%

科　目
事業活動収支の部     
１．事業活動収入  
①基本財産運用収入
②特定資産運用収入 
③会費収入  　　　
④補助金等収入  　
⑤雑収入   
 事業活動収入計 

28年度

7,897
9,852

77,428,500
51,070,528

88,421
128,605,198

29年度

3,239
2,669

77,916,300
39,331,400

76,103
117,329,711

差異

▲4,658
▲7,183

487,800
▲11,739,128

▲12,318
▲11,275,487

科　目
①事業費
②管理費

事業活動支出計

29年度
83,993,180
17,618,568

101,611,748

28年度
122,750,337

17,591,417
140,341,754

差異
▲38,757,157

27,151
▲38,730,006

（単位：千円）

（単位：千円）

収 入

支 出
管理費支出の

割合

事業費支出の
割合

手数料
雑支出

租税公課
連絡調整費

福利厚生費
臨時雇賃金

負担金

賃借料

印刷製本費

消耗品費
消耗什器備品費

通信運搬費
旅費交通費

雑支出
弔慰費

福利厚生費

全国民生委員互助
事業給付金

県民児協
民児協
育成費

共励民児協
育成費

食料費
委託費 諸謝金

負担金
賃借料

印刷製本費
消耗品費

旅費交通費
通信運搬費

会議費

県民児協
退職給付金

給料手当全民児連
会費

給料手当民生委員
実費弁償費

会費

【平成29年度 埼玉県民児協 決算】
皆様からお納めいただいた会費を財源とした会計です。
部会活動や各種会議等、自主事業を実施しました。
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埼
玉
県
民
児
協
だ
よ
り
　
　  

平
成
30
年
7
月
1
日
発
行

〈
発
行
人
〉大
谷
　
富
夫
　
　〈
編
集
人
〉都
倉
　
大
介
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　〈
発
行
所
〉一般
財
団
法
人
埼
玉
県
民
生
委
員・児
童
委
員
協
議
会

〒
　
　
埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
浦
和
区
針
ヶ
谷
４-

２-

65 

彩
の
国
す
こ
や
か
プ
ラ
ザ
内
　
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 
０
４
８
（
８
２
２
）
１
１
９
７
　
Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
４
８
（
８
２
４
）
６
５
８
６

330-
0075

No.
157

表紙絵のお問合せ〔アトリエ ナオキ　Tel 048（686）3509〕

県民児協の予定平成30年
　民生委員が日頃の活動の中で思ったこと、知って欲しいことなどを広く一般県民の
方々に知ってもらうためのものです。
　会員の皆さん奮ってご投稿くださいますようお願いいたします。

〒330-0075
さいたま市浦和区針ヶ谷４-２-65
彩の国すこやかプラザ
一般財団法人埼玉県
民生委員・児童委員協議会
広報係宛

１ 民生委員・児童委員活動に関することであれば 内容は自由です。
２ 原稿は、８００字以内とする。
３ 応募は１人１任期中１回限りとする。
４ 掲載は毎号１人とし、投稿者氏名及び市町村   
　名を掲載する。
５ 発行月の２ヶ月前までにご応募いただいた原稿   
　の中から、広報委員会で選考のうえ掲載する。
 なお、加筆・修正等をする場合があるので、住所・
 電話番号を必ず明記のうえご投稿ください。
６ 投稿された原稿は返却しません。

「民生委員・児童委員の声」原稿募集中「民生委員・児童委員の声」原稿募集中

提出先提出先

（熊谷市　前川　美佐保）

編集後記
　広報委員として編集に携わり、各民児協それぞれが地域色を
いかした活動を展開していることのすばらしさを知りました。と
ともに、豊かで安心できる共生共助の社会づくりをめざすうえ
で民生委員の存在は必要不可欠であることを実感しました。
　近年は、子育て・少子化対策、また高齢者対策が大きな課題と
なっています。これらの問題に対して、民生委員の立場から何
ができるのか、何をするべきなのか、記事の中からヒントを提供
できる広報誌になるよう、より一層鼓舞せねばと思います。
　また、「民生委員・児童委員の声」覧にご寄稿くださる皆様の
ご厚意に感謝でいっぱいです。　

※【民生委員・児童委員の声】募集要領

　赤見台地区民児協は、民生委員10名、主任児童委員2名で構成され、毎月第一月曜日の午前10時～12時に市
民センターにて地区定例会を開催しています。
　開催通知と次第を1週間前に全委員宅に届け、定例会では活動報告書の提出、行政、関係機関からの報告事
項、委員より部会、会議、研修報告、協議事項を話し合っています。
　議事録は委員が交代で作成し、当日欠席した委員には定例会の内容を報告しています。
　地域包括支援センターは介護保険法に基づき平成18年に設立され、鴻巣市内では5か所の地域圏に設置され
ています。赤見台地区では平成21年よりB圏エリアを担当する地域包括支援センター「こうのとり」の職員と、毎月
の定例会で情報交換を行っています。
　地域包括支援センターにおいても地域の全ての高齢者、高齢者世帯の状況やニーズを把握できている訳では
ないため、そうした活動の中核を担っている民生委員は、地域包括支援センター職員にとって心強い存在だと
思っています。
　年に2回「こうのとり」にて開催されるB圏ネットワーク会議に協力機関として出席し委員の見聞を広げていま
す。
　保健師の経験ある看護師・社会福祉士・主任介護支援専門員の資格を持った職員との情報交換、認知症サ
ポーター養成講座の実施等の結果、地域包括支援センターとの連携が取れ、委員の負担軽減・知識の向上につ
ながっています。
　今後も住民・行政・関係機関を結びつけるつなぎ役になれるように、地域包括支援センターと更なる交流を深
めてまいりたいと思います。

地区定例会で地域包括支援センターと情報交換

3日
3日
10日
18日
19日
23日
25日
25～26日
27日
27日
31日

正副会長会議
第38回すこやか会（OB会）総会
北部ブロック市町村民児協会長会議
第148回理事会
南部ブロック市町村民児協会長会議
新任民生委員・主任児童委員研修
西部ブロック市町村民児協会長会議
全国主任児童委員研修会（東日本）
第147回評議員会
県大会準備委員会（第2回）
東部ブロック市町村民児協会長会議

さいたま市内
さいたま市内
秩父市
すこやかプラザ
鴻巣市
さいたま共済会館
川越市
神奈川県横浜市
すこやかプラザ
すこやかプラザ
三郷市

77

1日
4日
6日
7日
7日
14日
19日
20日
27～28日
28日

拉致問題を考える埼玉県民の集い
主任児童委員現任研修
全民児連評議員会
全民児連評議員セミナー
男女共同参画推進部会県大会係員事前打合せ会
第44回埼玉県民生委員・児童委員大会
課題別研修 C日程
課題別研修 D日程
全国民生委員児童委員大会
課題別研修 E日程

埼玉会館
埼玉会館
東京都港区
東京都港区
すこやかプラザ
市民会館おおみや
さいたま市文化センター
大宮ソニックシティ
沖縄県宜野湾市
さいたま市文化センター

99

17日
23日
24日
29日

新任民生委員・主任児童委員研修
課題別研修 A日程
広報委員会
課題別研修 B日程

熊谷市さくらめいと
大宮ソニックシティ
すこやかプラザ
大宮ソニックシティ

88

鴻巣市赤見台地区
民生委員・児童委員協議会

会長 鈴木　輝雄 氏「民生委員・児童委員の声」
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